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オピニオンリーダー２４人に聞く

　新しい政権が舵を切ることになる新年。観光立国実

現のためには、国際的視点が不可欠である。そのため

にも「地方の抜本的再生」が必要。訪日外国人増加の

ためには定番ルート以外の旅館でも対応していかね

ば、ホテルの残室数では不足ということは計算すれば

分かるが、現状の旅館の商慣習で大丈夫か。あるいは、

国内農業の維持、活性化のためには、観光の果たす役

割は大きいが、B級グルメばかりで大丈夫か。本気の
観光活性化は地方の再生にかかっている。

　地域観光活性化の流れが定着してきた一方で、少子

高齢化が進行、市場が縮小傾向の観光産業は外国人へ

の依存は必須だ。LCCが就航してインバウンドの増
加が加速しているが、個人旅行は伸びず、チャーター

バスを利用したグループが主流で特定の地域や店だけ

に集中しているのが実情。個人旅行客を増やし全国各

地に外国人旅行者が往来するためには、新幹線をはじ

め乗り物を容易に利用できる仕組みづくりが最大の課

題だ。ITのさらなる進化と国交省に期待したい。

　ツーリズムを易経の故事から観光と訳したことは、

的確であったと言えるが、今日の状況を見るとやや変

化が表れてきた。例えばグリーンツーリズムやボラン

ティア活動、マラソン大会などに代表される各種スポ

ーツ大会への参加が増えている。従来の見物観光から

目的を遂行するための移動、交流が新しい要素となっ

た。地域の観光にとって重要なことは、この変化の波

を感じ、単にハードだけではなく消費者の趣向とご当

地の魅力を違う次元で考えることも必要ではないか。

　淹濤濤淇年涅淹月に「観光立国推進基本法」が制定されて
以来、国を挙げてのさまざまな取り組みがなされてい

るが地域間格差や温度差があるのではないだろうか。

先人から護り継いだお祭りや風習、伝統食や伝統工芸、

日本の原風景とも呼べる農村や漁村の風景はもちろ

ん、暮らしそのものが誇れる文化であり、重要な観光

資源でもあることを再認識し、観光と農林漁業の連携

による活性地域・地方が涅カ所でも増えることが観光
立国の実現へ向けての一番の近道であると考える。

　それぞれの地域には潜在的な魅力あふれる観光資源

がたくさん埋まっている。それを掘り起こし、際立た

せ、手入れし、磨いていくことで、お客さまを呼び込

む。その結果、地域が活性化し観光立国につながると

思う。きっかけがあればまだまだ人は動く。

　ジャルパックもお客さまに喜んでいただける「いい

旅、あたらしい旅。」の提案を行い、きっかけ＋感動

＋リピートの連鎖を創出し、地元の施設の方々ととも

に地域活性化に尽力していきたい。

　今年１月１日は「観光立国推進基本法」満６歳の誕

生日であり、小泉首相の「約涵濤濤万人の訪日観光外客
数を淹濤涅濤年に涅濤濤濤万人とする」旨の施政方針演説から
涅濤年目。放射能汚染にかかわる風評被害や日中・日韓
関係の悪化で訪日旅行の厳しさが増す中、観光立国の

本来の姿である「住んでよし、訪れてよし」の元気な地

域の実現に向けて、地元関係者ばかりでなく大手交通

事業者を含む観光関係事業者の全員参加を求め、地域

観光の飛躍的発展を期する観光立国のけじめの年だ。

　東京都は、淹濤淹濤年のオリンピック・パラリンピック
大会開催を目指し、招致活動に取り組んでいる。世界

最大のイベントであるオリンピックを日本で開催でき

れば、東日本大震災からの復興を後押しするとともに、

わが国の伝統に根ざした独自の文化や現代のトレンド

を生み出す活力、そして、おもてなしの精神などを世

界中の人々に堪能してもらうことができる。観光産業

にとどまらず、あらゆる分野に波及効果をもたらすオ

リンピック招致をぜひ応援して頂きたい。

　これから地方がより注目されるには唯一無二の存在

にならなければならない。それはその土地に暮らす人

の歴史を紐解く。便利な世の中になる過程で、置き去

りにしてしまった古くからの風習や習慣を取り戻し、

それを観光客に分かりやすく魅せることでその土地に

しかない特色を出せる。これに尽きると思う。その作

業はアドバイザーができるものではなく、土地に根付

き、土地を愛する人たちにしかできないことであり、

その共同作業をする同志の力の結束によると思う。

　人々が特定の目的のため、国内外から特定の場所に

集まり、会議やイベント等を行う。それがコンベンショ

ン（C）だ。さらに企業ミーティング（M）、インセンティ
ブ旅行（I）、展示会（E）を加え、これらは総じてM ICEと
呼ばれている。M ICEの誘致、開催は地域経済の活性化、
産業・学術・文化の振興、地域ブランド力向上などに大

きな効果がある。これらは地方にこそ必要な要素であ

る。市民レベルにもM ICEの意義を認識してもらい、地
域ぐるみで誘致、開催に取り組む努力が必要だ。

　新しい船を動かせるのは古い水夫じゃないだろう。

遠い青春時代のイメージの詩を思い出すことがある。

観光振興の現場では、過去の成功事例を捨てられない

という古い水夫によく出会う。都会には既成概念の海

で航海する古い水夫たちが多いのだ。SNS、スマホな
どを備えた新しい船を操り、地方の港から世界の海原

へ漕ぎ出せるのは、新しい船と新しい水夫たちだ。と

にかく観光立国の実現には新しい船がもっと必要だ。

神戸からどんどん新しい水夫を生み出そう。

　「行ってみなくちゃ分からない。行ったつもりが一番

もったいない」。このＣＭのコピーに妙に納得してい

る。あらゆる地域の情報が写真付きで簡単に手に入る

現在、行ったつもりで終わらせるのは寂しい。その場所

に立ちそこの空気や文化を感じ、出会い体験する。それ

こそが旅の醍醐味だ。地方には歴史があり、人々の生活

がある。行って初めて分かることもあり、違いを知る

ことで自分の生活や人生が豊かになることもある。独

自の文化を育ててきた地方の良さを経験してほしい。

　加速度的に展開されてきた国を挙げてのインバウン

ド事業が、大きな軸となって成長の切り札として持て

はやされてきた。今後も、決して絶えることなく前進

するとは思うが、この時点でいくつかの原因で大減速

を強いられる状況である。しかし、ピンチではなく、

全国各地の観光関連組織が国内の観光資源インフラを

整える絶好のチャンスと捉えるべきである。ここでい

う観光資源インフラとは物ではなく人であること。そ

して地方がそのパイオニアであることを願いたい。

　地域観光が真に活性化するためには、自治体間の枠

を超えた広域的な視点から観光戦略を明確にし、具体

策を打ち出しながら、いかに旅行市場から注目を集め

ていくかが重要だ。具体的には、話題性の提供、着地

づくり、アクセスの整備が必要だ。本市では「瀬戸内

・松山」構想を掲げ、瀬戸内海の魅力を引き出し、物

語を演出しながら、山陽と松山・四国の資源を組み合

わせ、西日本に新たなスタイルの旅を創出し、このエ

リア全体への新規観光客の獲得を図っている。

　今年、伊勢志摩は淹濤年に一度の年を迎える。神宮式
年遷宮だ。神宮には年間涅濤濤濤万人の来訪者が見込まれ
る。いかに周遊させるか、淹濤濤軒の宿を持つ当市最大
の課題だ。昨年、市内の三世代海女を鳥羽市観光キャ

ンペーンガールに任命し、フェルメールの絵画を模し

た「真珠の耳飾りの海女」のPRポスターが話題を呼ん
だ。「地域が大切にしている物」「本物」を磨き、進化さ

せ、首都圏を中心とした情報発信や旅行商品を流通さ

せる。海女と真珠のふるさとは、飛躍の年となる。

　地方の活性化には、精神の転換が必要である。少子

高齢化による労働資源への負担増と偏差値主義による

知識資源の偏在を克服するために、観光産業は環境対

応の促進、不良資産の整理、価値創造と投資を実現す

る創造的縮減を進める中心となる必要がある。楽しみ

のための旅を支える観光産業にとり、東日本大震災な

どを通じて世界が評価する「逆境にあっても幸福を求

めることができる精神」、すなわち現代の若者文化か

ら事業精神の糧を学ぶことは大きいはずである。

　福島市は、東日本大震災と原発事故の風評被害によ

り県外からの観光客は激減、特産品の果物や農作物の

販売等でも大変厳しい状況にある。その中、福島の復

興と地域の再生を目指し、昨年瀾月、福島市こでらん
に博を立ち上げた。こでらんにとは福島の方言で「こ

たえられない最高だ」の意味で震災以前のこたえられ

ない福島を取り戻すための博覧会。今年は開催エリア

を拡大して春からさまざまなイベントを行う。市とも

連携し、最低渕年は継続して復興を成し遂げたい。

　「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産への推薦

が決定した。これを奇貨として、不易流行を念頭に置

きながら、地域観光の推進に取り組んでいる。不易は、

地域の歴史、文化、自然など地域固有のものを生かし

た観光振興策であり、流行は、社会の環境やニーズに

対応した施策である。知的好奇心を満足させるものが

観光資源として注目される中で、「一身独立して一国

独立す」という気概を持って、地方がしっかりした理

念の下、観光振興を図ることが肝要である。

　旅行者の価値観は多様化、細分化が進行中だ。また

旅行情報の流れも印刷媒体や電波媒体を中心としたマ

スコミュニケーションによる一方通行から、インター

ネットを経由した双方向コミュニケーションが必要と

される時代が到来した。近年ではSNSなどでの情報発
信が旅の楽しみとして深く浸透する中、提供者、利用

者の情報共有が旅行の価値を再生産する時代となっ

た。まさに「スマートフォン・ツーリズム」時代の到

来である。今後は情報インフラ整備などに期待したい。

　観光立国は、地域の活性化とともに実現するものだ。

この地域の活性化を促すため、新しいものを創り出し、

新しい魅力のある日光市を創造する「日光創新」を基本

戦略として、各種施策の融合、連携を図りながら、オン

リーワンの価値や魅力づくりを創出する独自の施策展

開を図っている。その一つが日光のブランド化である。

新たな日光ファンとリピーターを獲得し、交流人口増

大と地域経済を発展してまいる所存だ。今、観光立国を

支える役割は、地方の活力と独自性が担っている。

　水族館づくりにおいても、バリアフリー観光におい

ても、私が集客に成功するポイントは常に顧客起点に

よるマーケティングだ。大衆が観光やレジャーあるい

はその土地や施設に求めていることの本質を、見誤ら

ず提供できれば集客は必ず成功する。北見市の山間部

でプロデュースした水族館では、酷寒の気候と温泉の

魅力を水族館で表すことで、前年比涅濤倍の集客を果た
した。大衆心理を理解していれば、どんな弱点や関係

のないアイテムでも集客の武器にできるのである。

　沖縄県が設置した「文化観光スポーツ部」こそが、

次世代観光への「挑戦」そのものだ。土産品や物産が

中心の従来型観光に、新たなマグネット（磁力）とし

て「文化とスポーツ」を結び付け、大胆な組織改編を

行い、その初代部長に舞台演出家、それも当時渊淹歳で
あった私を民間登用した。「国際競争力」なんて関係な

い。「我が地域の魅力」を県民自らが心底実感できるか、

国内外にどう届けるかが鍵だ。今年もまたさらにバー

ジョンアップした「感動！おきなわ」を演出する。

　「ゆるキャラグランプリ淹濤涅涅」でグランプリに輝い
た熊本県営業部長「くまモン」の活躍により、くまモ

ンはもとより、本県の知名度も徐々に上がっている。

そこで、くまモンをフックとした観光キャンペーン

「期待を越えるぞ！くまもっと県。」などを展開し、

本県への誘客に努めるとともに、くまモン像設置やく

まモンアプリ配布により、周遊観光の促進に取り組ん

でいる。引き続き、くまモンを活用した観光振興策を

展開し、新規観光客およびリピーターの確保に努める。

　日本の観光業は大きく変わろうとしている。私たち

の旅館仲間では、地域ブランドを高めるために観光が

担う役割を真剣に議論し、活動している者も多い。し

かし多くの地方自治体で旧態依然の考えに立った観光

政策が目立つ。ゆるキャラに扮してティッシュを配っ

たり、海外の旅行エージェントにやみくもにセールス

に行ったり。地方自治体の本来の役割とは、長期ビジ

ョンを示し、その考えの中で事業者同士が自ら進んで

活動を促進させる仕組みを作ることではなかろうか。

　東日本大震災からまもなく淹年が経つ。岩手県田野
畑村の観光コンセプトは、海岸美と共にある漁村文化

とのふれあい「番屋エコツーリズム」であった。しか

し、津波が全てを奪い去り、今ここに一棟の番屋もな

い。それでも漁師は小高い土地に小屋を建て海に船を

出す。形にこだわらない新たな生業が「創造」されよ

うとしているのだ。この過程を現認する旅こそ世界オ

ンリーワンの観光資源である。現地では被災者の心情

に配慮しつつ、旅行者を迎える環境整備が急務だ。

（９） 第２６８７号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）１月５日（土曜日）
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